
① 新潟県の約10の普及指導センターにおいて57名が本システムを使用した。 
② 本研究の成果発表会を開催し、複数の県より導入の希望が寄せられた。 

 

【普及目標】 

① 2017年は、4県、200人程度の協力者による本システムの利用を目指す。同時に、対応品種の拡充とコン

テンツ充実も進める。 

② 2018年と2019年には、民間事業者と協力し、サービスの経済性を検証し損益分岐点を明らかにする。 

③ 2020年と2021年は、複数の民間事業者と協力し、それぞれの事業者が持つ営農ソリューションへの普及

を進める。 

④ 将来的には、栽培管理支援コンテンツが、事業者の様々な営農ソリューションから生産農家に提供される。 

変動気象に対応可能な水稲高温障害早期警戒・栽培支援システムの開発 

〔研究タイプ〕 
現場ニーズ対応型 Aタイプ 
〔研究期間〕 
平成２６年～２８年（３年間） 

26072C 
分  野 適応地域 

農業－水稲 

近年の温暖化傾向を背景に、水稲の登熟期間が高温となる頻度が高まり、白未熟粒や胴割れ粒などの高温

登熟障害が深刻化し、広い地域で問題となっている。そこで、予測した登熟期の気温推移に応じて肥培管理を

変更することで白未熟粒や胴割れ粒などの発生を低減するこれまでにない技術を実用化することを目的に、

気象予測を含む気象データや警戒情報を全国について作成する技術、これを活用する新しい水稲栽培法、及

びウェブを介してこれを提供する技術を結合して「水稲高温障害早期警戒・栽培支援システム」を開発した。 

① 農研機構メッシュ農業気象データを改良して予報期間を延長し、26日先までの予報を含む日別気温を全

国について利用できるようにした。 

② 穂揃期において葉色（SPAD）値が適切な値（水稲品種「ヒノヒカリ」については35）となっていれば、登熟

前半が高温になっても基部未熟粒の発生が抑制でき食味の低下も抑えられることを明らかにした。さら

に、穂揃期のSPAD値が適切な値となるように2回目の穂肥を調整する技術を開発した。 

③ 登熟初期の気温条件と出穂後積算気温、登熟後期の葉色(SPAD)値から「コシヒカリ」の胴割れ発生率を

予測する手法を開発した。次に、精米時の砕米の発生と正常粒歩留りの低下を抑えるための目安となる

胴割れ率を多数の精米実験から30％と明らかにした。これらを総合して、高温年においても胴割れによ

る品質の低下を抑える適期刈取り支援技術を開発した。  

④ 気象データや水稲に対する高温・低温警戒レベル指標を地図上のレイヤーやポップアップグラフとして表

示できる早期警戒情報伝達システムを開発した。気象データの自由に処理を登録して表示させる機能の

ほか、被害軽減に向けた注意喚起や対策技術の情報交換の機能も有する。 

〔研究グループ〕 
公立大学法人岩手県立大学、農研機構東北農業研究セ
ンター、農研機構西日本農業研究センター、農研機構九
州沖縄農業研究センター、農研機構農業環境変動研究
センター、新潟県農業総合研究所 
〔研究総括者〕 
農研機構農業環境変動研究センター 大野 宏之 

本研究で、気象予測データおよびウェブアプリケーションを組み合わせることで、生育中の作物の管理に気

象予測を定量的に活用するという新しいコンセプトの生産技術が構築できることが実証された。今後、同じコ

ンセプトの様々な生産技術が様々な作物に対して開発されて民間事業者等に普及し、ICTにより生産者に安

価に提供されれば、変動気象下においても農作物生産の質と量が安定化し、国民生活に貢献する。 

全国 

１ 研究の背景・目的・成果 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び取り組み状況 

４ 開発した技術・成果が普及することによる国民生活への貢献 
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問い合わせ先：農研機構 農業環境変動研究センター TEL029-838-8946 

（26072C）変動気象に対応可能な水稲高温障害早期警戒・栽培支援システム
の開発 

研究の成果 

具体的な成果の内容 

水稲の白未熟粒の発生を抑える追肥量や、胴割れ被害を回避する刈取適期を
知ることができるシステムを開発しました。気象データや警戒情報を地図やグラフで表示したり、
情報を地域で共有したりすることもできます。 

今後の展開方向及び国民生活への貢献 

生産者 
栽培指導 現地情報提供 

普及指導員 
営農指導員 

経営圃場における 
警戒・支援情報の利用 

担当エリアにおける 
警戒・支援情報の利用 

地域や特定圃場の気象データや早期警戒
情報を簡単に見ることができます。 
警戒情報は利用地域に適合するように設
定することができます。 
注意喚起や対策技術情報を共有する機能
もあります。 

早期警戒情報伝達システム 栽培管理支援システム 

高温年においても白未熟粒発生歩合を
抑える施肥量を知ることができます。 

砕米発生を抑える適切な刈取時期を高温
年でも正しく予測することができます。 

（白未熟粒の例） 

（同割れ粒の例） 

（システムの表示例） 

←（システムの表示例） 

←（システムの表示例） 

本研究で開発したシステム 

 「生育中の作物の管理に気象予測を定量的に活用する」と

いう新しいコンセプトの栽培管理支援生産技術が生まれまし

た。このような技術が、水稲だけでなく様々な作物に対して

開発されて普及し、生産者に安価に利用できるようになれば、

天候の変化に負けない強い農業ができるようになります。 

外部協力者を対象としたシステムの運用 
・使い勝手の改良 
・対応品種の拡充・コンテンツの充実 

支援コンテンツが事業者の様々な営農ソリ
ューションから生産農家に提供される 

1～2
年後 

3～5
年後 

将来 
の姿 

民間事業者との協力 
・経済性の検証 

・営農支援ソリューションへの普及 
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